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生 保 数 理 （ 問 題 ） 

 

問題１．次の（１）～（１４）について、各問の指示に従い、解答用紙の所定の欄にマークしなさい。

（各６点）
 
（１）経過 t において、年額 (n – t) の割合で支払われる n 年間の連続払確定年金の現価を表す式は次

のうちどれか。 
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（２）人口が定常状態である社会で死力 x が
xa

b
x 
 （ ax＜≦0 、 0＞a 、 0＞b ）のとき、この社会

の平均年齢を表す式は次のうちどれか。 
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（３）ある集団が原因 A、B、C によって減少していく 3 重脱退残存表を考える。各脱退はそれぞれ独

立に発生し、一年を通じて一様に発生するものとする｡ 

x 歳の中央脱退率 010.0A
xm 、中央脱退率 010.0B

xm 、中央脱退率 082.0C
xm であるとき、x 歳

の 1 年後の残存率の値に最も近いものは次のうちどれか。 
 
 （Ａ） 0.895 （Ｂ） 0.896 （Ｃ） 0.897 （Ｄ） 0.898 （Ｅ） 0.899 
 （Ｆ） 0.900 （Ｇ） 0.901 （Ｈ） 0.902 （Ｉ） 0.903 （Ｊ） 0.904 
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（４） 0.5829xA 、 25.9688xa 、 2243.32)( xIA のとき、 xaI )(  の値に最も近いものは次のうちどれ

か。 
 
 （Ａ） 100 （Ｂ） 110 （Ｃ） 120 （Ｄ） 130 （Ｅ） 140 
 （Ｆ） 150 （Ｇ） 160 （Ｈ） 170 （Ｉ） 180 （Ｊ） 190 

 

 

 

 

（５）x 歳加入、保険料一時払、保険金年度末支払、満期保険金額 1、保険期間 n 年の生存保険で、期

間途中の死亡に対しては各保険年度末の平準純保険料式責任準備金の
3

1
を年度末に支払う保

険を考える。この保険の一時払純保険料を表す式は次のうちどれか。ただし、利力は とし、死

力は年齢に関係なく定数 )( ０＞ に等しいとする。 
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（６）次の①～⑥において、 xt V に常に等しいものは「○」に、そうでないものは「×」にマークしな

さい。 
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（７）x 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 n 年の養老保険にお

いて、予定利率 i および予定死亡率 txq  をそれぞれ 

kiki  )1(  

kqkq txtx   )1(  (0≦t≦ 1n ) 

へ変更したとき、年金現価が nx
a

:
 から nx

a
:
 に、年払純保険料が nx

P
: から nx

P
:
 に変化した。 

このとき、次の①および②の空欄に当てはまる式の組み合わせ（①,②）として正しいものは次

のうちどれか。ただし、 k ＞0、 i ＞0、 i＞0、 txq  ＞0、 txq  ＞0 とする。 
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（８）50 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 3 年の定期保険に

おいて、予定利率 i ＝0％とし、予定死亡率 xq および予定事業費はそれぞれ以下のとおりとする。

x  予定死亡率 xq  

50 0.03 
51 0.04 
52 0.05 

 
 予定事業費 
予定新契約費 新契約時にのみ、保険金額 1 に対し 0.01 
予定維持費 毎保険年度始に、保険金額 1 に対し 0.001 
予定集金費 保険料払込のつど、営業保険料 1 に対し 0.03 

この保険の年払純保険料および年払営業保険料をそれぞれ 1P 、 *
1P とする。また、同じ定期保

険において、予定死亡率 xq を 2 倍とした場合の年払純保険料および年払営業保険料をそれぞれ

2P 、 *
2P とするとき、 ①

1

2

P

P
、 ②

*
1

*
2

P

P
である。 

 
①および②の空欄に当てはまる値に最も近いものをそれぞれ選び、解答用紙の所定の欄にマー

クしなさい。 
 
 （Ａ） 2.000 （Ｂ） 1.996 （Ｃ） 1.992 （Ｄ） 1.988 （Ｅ） 1.984 
 （Ｆ） 1.981 （Ｇ） 1.951 （Ｈ） 1.921 （Ｉ） 1.891 （Ｊ） 1.861 
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（９）40 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 10 年の養老保険の

第 t 保険年度末 10 年チルメル式責任準備金
)10(

10:40

z
tV において、t = 1 で 070.0)10(

10:401 zV となるチルメ

ル割合 の値に最も近いものは次のうちどれか。 

必要であれば、 8629.0
10:40

A 、 8756.0
9:41
A を用いなさい。 

 
 （Ａ） 0.0100 （Ｂ） 0.0125 （Ｃ） 0.0150 （Ｄ） 0.0175 （Ｅ） 0.0200 
 （Ｆ） 0.0225 （Ｇ） 0.0250 （Ｈ） 0.0275 （Ｉ） 0.0300 （Ｊ） 0.0325 

 

 

 

 

（１０）40 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 30 年の養老保険

において、責任準備金をチルメル割合 0.02 の 5 年チルメル式で積み立てるとき、第 1 保険年度

の付加保険料の値に最も近いものは次のうちどれか。 

なお、予定事業費は以下のとおりとし、必要であれば、予定利率 ％00.1i 、 6898.24
30:40

a 、

8863.4
5:40
a を用いなさい。 

 
 予定事業費 
予定新契約費 新契約時にのみ、保険金額 1 に対し 0.025 
予定維持費 毎保険年度始に、保険金額 1 に対し 0.0025 
予定集金費 保険料払込のつど、営業保険料 1 に対し 0.03 

  
 （Ａ） 0.010 （Ｂ） 0.012 （Ｃ） 0.014 （Ｄ） 0.016 （Ｅ） 0.018 
 （Ｆ） 0.020 （Ｇ） 0.022 （Ｈ） 0.024 （Ｉ） 0.026 （Ｊ） 0.028 

 

 

 

 

（１１）x 歳加入、保険料年払終身払込、保険金年度末支払、保険金額 1 の終身保険において、5 年経

過後にその時点の解約返戻金 W5 に基づいて払済終身保険に変更するとき、変更後の保険金額の

値に最も近いものは次のうちどれか。ただし、解約返戻金は 0075.055  xVW とし、 xt V は平準純

保険料式責任準備金、払済終身保険の予定事業費は毎年度始に払済保険金額 1 に対し 0.002 とす

る。必要であれば、予定利率 %50.1i 、 0187.0xP 、 0220.05 xP を用いなさい。 
 
 （Ａ） 0.013 （Ｂ） 0.023 （Ｃ） 0.072 （Ｄ） 0.075 （Ｅ） 0.079 
 （Ｆ） 0.081 （Ｇ） 0.126 （Ｈ） 0.133 （Ｉ） 0.138 （Ｊ） 0.145 
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（１２）死力 x が
xx 


110

1 （0≦ x＜110）のとき、 2
55,6010 q の値に最も近いものは次のうちどれか。

 
 （Ａ） 0.001 （Ｂ） 0.009 （Ｃ） 0.018 （Ｄ） 0.020 （Ｅ） 0.024 
 （Ｆ） 0.028 （Ｇ） 0.030 （Ｈ） 0.032 （Ｉ） 0.036 （Ｊ） 0.040 

 

 

 

 

（１３）以下の死亡・就業不能脱退残存表が与えられるとき、【記号群】中の記号のうち、最も大きい

ものは ① 、最も小さいものは ② である。 

 
①および②のそれぞれの空欄に当てはまる最も適切な記号を【記号群】から選びなさい。 
また、①および②のそれぞれの値に最も近いものを【数値群】から選びなさい。 
 
なお、就業不能者でない者は就業者であるものとし、就業不能者が回復して就業者に復帰するこ

とはないものとする。 
 

x aa
xl  aa

xd  xi  ii
xl  ii

xd  xl  xd  

50 94,111 475 133 1,149 25 95,260 500 
51 93,503 525 150 1,257 29 94,760 554 

  
 【記号群】 

 （Ａ） aaq50  （Ｂ） )(
50
iq  （Ｃ） iiq50  （Ｄ） iq50  （Ｅ） aq50  

 （Ｆ） aiq50          

           
 【数値群】 
 （Ａ） 0.00001 （Ｂ） 0.00005 （Ｃ） 0.0001 （Ｄ） 0.0005 （Ｅ） 0.001 
 （Ｆ） 0.01 （Ｇ） 0.02 （Ｈ） 0.03 （Ｉ） 0.04 （Ｊ） 0.05 
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（１４）x 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険期間 10 年で次の条件を満たす災害

保障特約付養老保険を考える。 
 

 主契約（養老保険） 特約（災害保障特約） 

死亡保険金額 1 災害による死亡時  ： 3 
災害以外による死亡時： 0 

満期保険金額 1 － 

予定死亡率 
（0≦t≦9） 

txq   

（ただし、 0001.0＞txq  とする。） 

災害による予定死亡率： 
0.0001（年齢に関係なく一律）

災害以外による予定死亡率： 0001.0txq  

予定新契約費 新契約時にのみ、 
 主契約の保険金額 1 に対し 0.02 

新契約時にのみ、 
 主契約の保険金額 1 に対し 0.002 

予定維持費 毎保険年度始に、 
 主契約の保険金額 1 に対し 0.003 

毎保険年度始に、 
 主契約の保険金額 1 に対し 0.0001 

予定集金費 保険料払込のつど、 
 主契約の営業保険料 1 に対し 0.02 

保険料払込のつど、 
 特約の営業保険料 1 に対し 0.02 

 
主契約（養老保険）の営業保険料が 0.09955 のとき、特約の営業保険料の値に最も近いものは次

のうちどれか。必要であれば、予定利率 %50.1i を用いなさい。 
  
 （Ａ） 0.00060 （Ｂ） 0.00061 （Ｃ） 0.00062 （Ｄ） 0.00063 （Ｅ） 0.00064 
 （Ｆ） 0.00065 （Ｇ） 0.00066 （Ｈ） 0.00067 （Ｉ） 0.00068 （Ｊ） 0.00069 
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問題２．次の（１）、（２）について、各問の指示に従い、解答用紙の所定の欄にマークしなさい。 
（（１）６点、（２）１０点）

 
（１）x 歳加入、保険料年払全期払込、保険期間 n 年の保険で、被保険者が死亡したとき、その死亡

の直後の契約応当日から満期日まで毎年 1 の確定年金を支払い、その他の給付は行わない保険を

考える。 
 
次の①～⑦の空欄に当てはまる最も適切なものを選択肢の中から１つ選び、解答用紙の所定の欄

にマークしなさい。なお、同じ選択肢を複数回用いてもよい。 
 
この保険の年払純保険料 P を責任準備金の再帰式を用いて求める。 

被保険者が生存中の第 t 保険年度末平準純保険料式責任準備金を Vt とすると、責任準備金の再

帰式は、 

VpvqvPV ttxtxt   111 ①  

となる。両辺に ② を乗じて、t = 1 から n まで辺々加え整理すると、 

  ⑦⑥⑤④①③  





n

t

t
xt

n

t

t vqvP
1

|1
1

 

となるので、この保険の年払純保険料 P は 

③

⑦⑥ 
P  

と表すことができる。 
 
【選択肢】 

 （Ａ） 1 （Ｂ） v  （Ｃ） nv  （Ｄ） xt p1  （Ｅ） xt p  

 （Ｆ） xtn p  （Ｇ） xn p  （Ｈ） xt
t pv 1

1


   （Ｉ） xt
t pv   （Ｊ） tn

a


  

 （Ｋ） 1tn
a  （Ｌ） 1n

a  （Ｍ） n
a  （Ｎ） tn

a
  （Ｏ） 1tn

a  

 （Ｐ） 1n
a  （Ｑ） n

a  （Ｒ） nx
a

:
  （Ｓ） nx

a
:  （Ｔ） 

1

: nx
A  

 （Ｕ） 
1

: nx
A  （Ｖ） nx

A
:        
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（２）子供 x 歳、親 y 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険期間 n 年で次の(ⅰ)～(ⅴ)
の条件を満たす親子連生保険を考える。 

(ⅰ) 親が死亡した場合には、その後の保険料の払込を免除する。 
(ⅱ) 子供が死亡した場合には、死亡保険金として既払込保険料（払込免除の保険料を含む）

を支払い、契約は消滅する。 
(ⅲ) 子供が満期まで生存した場合には、満期保険金 1 を支払う。 
(ⅳ) 親が死亡した場合には、死亡保険金 1 を支払う。 
(ⅴ) 親が死亡した保険年度の翌年度始から第 n 保険年度始まで、子供の生存を条件に 0.1 の年

金を支払う。 
 

なお、予定死亡率は親子とも同一の生命表に従うものとし、付加保険料は考慮しないものとする。
 
次の①～⑬の空欄に当てはまる最も適切なものを選択肢の中から１つ選び、解答用紙の所定の欄

にマークしなさい。なお、同じ選択肢を複数回用いてもよい。 
 
この保険の年払純保険料を P とすると、 

収入の現価は、 ①P  

支出の現価は（ⅱ）の部分が ②P  

      （ⅲ）の部分が ③  

      （ⅳ）の部分が ④  

      （ⅴ）の部分が、 )(1.0 ⑥⑤   となるので、 

収支相等の原則より
②①

⑥⑤④③






)(1.0
P  

また、第 t 保険年度末の純保険料式責任準備金は、将来法により、 
親子とも生存の場合 

  )(1.0 ⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦  tPVt  

親死亡、子生存の場合 

  ⑫⑩⑧⑦  1.0
~

tPVt  

 
【選択肢】 
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生 保 数 理 （ 解 答 例 ） 

 

問題１． 
番号 解答 配点 番号 解答 配点 

（１） （Ｅ） 6 点 （２） （Ｂ） 6 点 

（３） （Ｉ） 6 点 （４） （Ｈ） 6 点 

（５） （Ｇ） 6 点 （６） 
① ○  ② ○  ③ × 

④ ×  ⑤ ○  ⑥ × 
各 1 点

（７） （Ａ） 6 点 （８） ①（Ｄ） ②（Ｉ） 6 点 

（９） （Ｇ） 6 点 （１０） （Ｆ） 6 点 

（１１） （Ｇ） 6 点 （１２） （Ｃ） 6 点 

（１３） 
① 記号（Ｃ）、値（Ｇ） 

② 記号（Ｆ）、値（Ａ） 
6 点 （１４） （Ｃ） 6 点 

※（８）および（１３）は完答の場合のみ得点 
（１） 
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22

0
2

0
0

0

1

11

1

1)(
)(






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




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n

n
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e
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解答：（Ｅ）
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総人口の年齢の合計は 
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
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
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したがって、平均年齢は、 

2
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2
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解答：（Ｂ）



 
 

（３） 
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B
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A
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解答：（Ｉ）

 

（４） 

1 xxx NNvM より 

xxxxxxx SdNSSdSSvR   11 )1(  

これを用いて、 

x

xx

x

x
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また、
x
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

1
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よって、①②より、 
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解答：（Ｈ）

 

（５） 

死力が一定値  なので、  xldx

d
log  

Cxlx  log  （Cは定数） 
Cx

x eel     
epx  ･･･ ① 

また、



 e

i
v

1

1
 ･･･ ② 

責任準備金の再帰式より、 

VpvVqvV ttxttxt 113
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   

V
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vVpqvV t
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   （①②より） 

よって、

nμδδ
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nμδδ ee
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
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

 
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2
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解答：（Ｇ）

 

 



 
 

（６） 
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解答：① ○、② ○、③ ×、④ ×、⑤ ○、⑥ ×

 

（７） 
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（③より）
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解答：（Ａ）

 

 



 
 

（８） 
i = 0％ すなわち、v = 1 より、 
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とそれぞれ表すことができるため、 
 

 予定死亡率 xq を用いて計算した場合 予定死亡率 xq を 2 倍とした場合 
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（１０） 
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営業保険料を
＊P 、第 1 保険年度の純保険料を 1P とすると 
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したがって、第 1 保険年度の付加保険料は 

02048.001469.003517.01  PP＊  
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求める払済終身保険の保険金額は、 
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解答：（Ｇ）

 

（１２） 
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60 歳の死亡に着目すると、 
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解答：（Ｃ）

【別解１】 
55 歳の死亡に着目すると、 
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【別解２】 
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（１３） 
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解答：①記号（Ｃ）、値（Ｇ）

②記号（Ｆ）、値（Ａ）

 

（１４） 
主契約（養老保険）の営業保険料が 0.09955 なので、 
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解答：（Ｃ）

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

問題２． 
（１） 番号 解答 配点  （２） 番号 解答 配点 

 ① （Ｋ） 1 点   ① （Ｃ） 1 点 
 ② （Ｈ） 1 点   ② （Ｄ） 1 点 
 ③ （Ｒ） 1 点   ③ （Ｈ） 1 点 
 ④ （Ａ） 1 点   ④ （Ｋ） 1 点 
 ⑤ （Ｅ） 1 点   ⑤ （Ａ） 
 ⑥ （Ｑ）   ⑥ （Ｃ） 

1 点 
（完答のみ）

 ⑦ （Ｓ） 
1 点 

（完答のみ）   ⑦ （Ｔ） 
      ⑧ （Ｑ） 

1 点 
（完答のみ）

      ⑨ （Ｐ） 1 点 
      ⑩ （Ｕ） 1 点 
      ⑪ （Ｘ） 1 点 
      ⑫ （Ｎ） 
      ⑬ （Ｐ） 

1 点 
（完答のみ）

  

（１） 
責任準備金の再帰式は 

VpvaqvPV ttxtntxt   1111 ①  

となる。この両辺に xt
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1
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を乗じて、t = 1 から nまで辺々加え整理すると、 
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となるので、この保険の年払純保険料 Pは 
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と表すことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

（２） 
この保険の年払純保険料を Pとすると、 

収入の現価は、 nyx
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      （ⅴ）の部分が、 )(1.0
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また、第 t保険年度末の純保険料式責任準備金は、将来法により、 
親子とも生存の場合 
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